
 学園豊崎間学園豊崎間学園豊崎間学園豊崎間（大阪都市部）１，２工区の大深度シールド掘進推力について（大阪都市部）１，２工区の大深度シールド掘進推力について（大阪都市部）１，２工区の大深度シールド掘進推力について（大阪都市部）１，２工区の大深度シールド掘進推力について：２近接掘進：２近接掘進：２近接掘進：２近接掘進

　　　　　　　　　　関西電力㈱中央送変電建設事務所 正会員近藤悦吉 井ノ口弘恭 正会員名出麦生

　　　　　　　　　　熊谷･飛島･鉄建･竹中土木共同企業体 正会員酒本博 正会員岡市光司

                    鹿島･三井･青木･清水･戸田共同企業体 正会員山本享 正会員坪内範和

１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに　関西電力(株)で実施している50万Ｖ地中送電線用シールド工事のうち、「学園豊崎間管路

新設工事第１工区」(以下「１工区」という)と「同２工区」(以下「２工区」という)の大深度シールド工事

の上下近接掘進（離隔約１ｍ）で得られた掘進推力から、その地盤特性による変化他に着目し整理・検討を

行った結果を報告するものである。

２．近接工事と地盤の概要　２．近接工事と地盤の概要　２．近接工事と地盤の概要　２．近接工事と地盤の概要　本報の対象とする上下近接施工シールドの概要と近傍の地盤調査結果を図－

１に示す。離隔距離は約１ｍで、

下部の２工区が先行掘進し、その

上部に１工区が急曲線50mRで掘進

する構造となっている。両シール

ドの当区間の掘進時期は、先行の

２工区が 1999年３月、後行の１工

区が1999年10～11月で施工間隔は

約７ヶ月である。

　対象地盤はＮ値60以上の洪積砂

層及び砂礫層で、１工区がシルト

混り砂、２工区が砂礫質となって

いる。

３．掘進推力について３．掘進推力について３．掘進推力について３．掘進推力について

　　　　当地点における両シールドのセ     図－１　学豊１，２工区シールド近接施工概要図と近傍地盤柱状図

グメントリング毎平均掘進推力

と、シールド外周面と土の摩擦

抵抗＋その他の抵抗｣｛＝シール

ド平均掘進推力から切羽泥水圧

による前面抵抗（＝π/４･Ｄ２･

Ｐwd，Ｄ：シールド外径，Ｐwd：

切羽泥水圧）を除いた値で以下Ｆ

Ｚという｝のスキンプレート単位

面積当りの値（以下ＦＺｓとい

う）及び各セグメントリングNoに

対応する切羽泥水圧、乾砂量、乾

砂量／掘削量等を図－２，３に、

また１工区施工時の急曲線掘進最

終時に排泥の初期篩いを通過した　　 図－２ １工区近接推力関係図　  　図－３ ２工区近接推力関係図

試料について粒度試験を行った結果を図－４に示す。なお１工区掘進時の平均掘進推力最大は約46MN、瞬時

　　　　キーワード：シールドトンネル、大深度、洪積層、掘進推力、摩擦抵抗
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値最大は約52MNで、瞬時値最大／平均掘進推力最大は約1.15、

また掘進中の推力増減状態は静止状態から動的状態に至る段

階で推力が低下するタイプであった。

　各図表から近接施工時について以下のことがいえる。

  ａ．先行した２工区の実績ＦＺｓは設計値より大きく、そ

　　の最大値は約100kN/㎡（設計値の約２.５倍）に達する　

　　が、全体的にかなりのバラツキがみられる。　　　    　　図－４ １工区近接掘進時の粒度試験結果

　ｂ．後行施工の１工区急曲線

　　50mR前後の実績ＦＺｓは約

　　110～140kN/㎡と設計値の約

　　３倍になっており、100mm　

　　のオーバーカットによる急

　　曲線施工範囲でも約55～8 5

　　kN/㎡と設計値より大き値と　　　図－５ １，２工区乾砂量/掘削量～FZS図(初期掘進,急曲線を除く)

　なっている。

　ｃ．乾砂量／掘削量は１工区で平均約65％，

   ２工区で平均約60％であり、また粒度試

　　験の結果からＤ50≒0.3mm、Uc≒4.54～

　　11.3 であることから、本地盤は密な地

　　盤であると共に流動化しやすい性質を

　　有しているといえる。

４ ． 考 　 察　本上下近接施工に際し、下部

の２工区が先行掘進することにより地盤に

ゆるみ領域が生じ上部の１工区が掘進する　図－７上下緩み領域図

ときには、その影響により後行シールドのＦＺｓが変化する(図－７

参照)との見解もあったが、本結果の場合には顕著な影響はみられな

かった。しかし、これらを「地盤の微少ひずみでの影響は小さい」

又は「地盤の密で流動化しやすい性質に影響されている」及び「他

の要因の影響」と捉えるかについては不明確である。

結果として、「１掘進全般」で述べたように「砂＋礫分が多くな

ると平均ＦＺ（及びＦＺｓ）の最大値が大きくなる傾向を示し、そ

の値は従来の設計値よりかなり大きなものとなる。（図－５及び図

－６：西梅田１・２、谷町筋分岐前後、本町の各シールド「ＦＺｓ

～砂＋礫」実績参照）これは、そのような地盤のうちの何かの特性：

均等係数・内部摩擦角・粒子形状他の特性：に影響されていると考

えられる」と同様な結果であったといえる。

５．おわりに　大深度・洪積層地盤のシールド推力及びセグメント

設計等検討（特に作用土圧）ついては不明な点が多く重要課題といえ　図－６ 他ｼｰﾙﾄﾞのFZs～砂＋礫分　

本報が大深度シールド検討の一助となれば幸いと考えている。

参考文献１)名出､近藤､廣田､酒本､吉田他:谷町筋と西梅田(大阪都市部)の大深度シールド掘進推力につい

て:第43回地盤工学シンポジウム･論文集1998.11、参考文献２)名出､近藤､廣田他:谷町筋と本町通(大阪都市

部)の大深度シールド掘進推力について(その１,２):第34回地盤工学研究発表会･論文集1685p､1999.7
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